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౛えࡤ、ᦠᖏ㟁ヰについて考えてࡳると、新しいᦠᖏ㟁ヰを๰造する時にᚑ来のᦠᖏ㟁ヰの〇ရ構

造を࣋ースにした発᝿をした場合、ᚑ来のධຊ⿦⨨や⾲♧⿦⨨、その他ྛ種機能による⤌ࡳ合ࢃせで

ᡂ❧される。一方、㠉新的なス࣐ート࢛ࣇンの代⾲である iPhone の場合では、ᚑ来のᦠᖏ㟁ヰの構

造や᪤ᡂᴫ念をそし、ࣘーザどⅬでデザインされた仕様により発᝿し๰造された。 

このように、新しいものを๰造するためにᚑ来のไ⣙を外して、㐪う見方による新結合を考え、┿

の「ఱを」㸦What）を見つけ出すことが௒ᚋよりᚲ要とされると考える。 

 

ᚲせ㡿ᇦの
≉定・育成

㡿ᇦの
⤫合・融合

社会価値の
๰出と実⿦

₯ᅾ䛩る
ㄢ題のⓎぢ

Mining Implementing

ExploringConverging

ไ⣙をእ䛩㐪うぢ᪉による
新⤖合

分割 ⤫ᗫ合

新たな組み合わせ

モジュール化

ᆶ┤⤫合 Ỉ平分ᴗ

WhatとHowがỴま䛳ている
WhyによりWhatとHowがỴまる

䝋䝸ューションモ䝕ルの活⏝

 
 

ᅗ㸴 ࣑ࣗࢩラークルࣔデルの㐺用 

 

㸵㸬࡟ࡾࢃ࠾ 

ンとは๰造的活動による新〇ရの㛤発、新生⏘方法のᑟධࣙࢩイノ࣋ー、ࡤン࣌ーターによれࣗࢩ

等により㉳業ᐙ(アントレプレࢼー)が᪤Ꮡの価್を◚ቯして新しい価್を๰造してゆくこと(๰造的

◚ቯ）であり、これらは新結合によりᐇ現しうるものであると定⩏している。 

「なࡐ」㸦Why）により「ఱを」㸦What）と「どのように」㸦How）がỴまる、新たな⤌ࡳ合ࢃせの

ᥦ౪を可能とするࢯリࣗーࣙࢩンࣔデルにより、イノ࣋ーࣙࢩンを㉳こすことができると考える。そ

して、௒ᚋࢯリࣗーࣙࢩンࣔデルについてࣅジネス๰生のලయ化がᚲ要となる。 
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２I㸮㸴 

「大学の研究ຊ」に関するᅜ㝿➇தຊ分析 

－つᶍ・学㝿性と࢞バࢼンス㢮ᆺのどⅬによる主要㸴ケᅜ間ẚ㍑－ 

 

 
 （安㐩明ஂ㸦ᐩኈᖖⴥ大学ۑ

 

 
 

大学の研究ຊに関するᅜ㝿ẚ㍑を行うための指ᶆとしは、周知の様にⱥᅜタイ࣒ࢬ社の大学ランキン

グ、中ᅜの上ᾏ流通大学による大学ランキグの࡯か、⊂自の論文データ࣋ースを᭷する⡿ᅜト࣒ࢯンロ

イター社の大学ランキングなどが᭷ྡである。これらの大学ランキングについては、大学のつᶍによる

᱁ᕪを↓どし大つᶍ⥲合大学と中ᑠつᶍ大学を一ᚊにᢅっていること、฼用しているデータ㸦論文デー

タ等）においてⱥ⡿系の大学が᭷฼となるような要⣲がᏑᅾすることなど、その合理性については多く

のᢈุ的な意見がᥦされているところである。 

本研究は、この様なᢈุを㋃まえつつも、研究分㔝別のヲ⣽分析、時系ิ分析などが可能であるト࣒

ン社の論文データ࣋ース㸦㸰㸮㸮㸵年∧㹃㹑㹇）を中心にして、ୡ⏺の主要㸴ケᅜにおける「大学のࢯ

研究ຊ」をᅜ㝿ẚ㍑し、その要因に関する定㔞分析を行うものである。結論として、主要㸴ケᅜにおけ

る大学の研究ຊをᕥྑする要因として、ḟの㸰つが指᦬できると考える。 

ձ大学のつᶍ・⥲合性の᭷↓ 

㸸 」ᩘの学部を᭷する大つᶍ⥲合大学が、研究ຊの㠃で中ᑠつᶍ大学より᭷฼である 

ղ大学⤒Ⴀにおける࢞バࢼンス構造のᕪ異 

 㸸 大学㐠ႠのỴ定ᶒ㝈が、ᩍᤵ会ではなく理事会に大きく௜与されている࢞バࢼンス構造㸦௻ 

業ᆺ࢞バࢼンス）をとっている大学が、研究ຊにおいてඃれており、そのഴ向は大つᶍ⥲

合大学においてさらに᭷฼であるとのデータが♧された。 

この様に௻業ᆺ࢞バࢼンス構造をとるⱥ⡿などの大つᶍ⥲合大学が研究ຊの㠃で᭷฼なのは、合理

的・ᐈ観的な意ᛮỴ定を行い᫆くすることにより、その結果として学内のಶ別事情ではなく、社会・

時代のࢽーࢬに対ᛂするための「㑅ᢥと集中」がẚ㍑的㎿㏿にᙎຊ的に可能であり、大学全యとして

「つᶍの฼┈や学㝿性の฼┈」をா受しやすくなることが大きな要因となっていることが௬ㄝとして

ᥦ♧できる。 

 

㸯㸬大学の研究ຊに関するランキング指ᶆとその㸴ケᅜ間のẚ㍑分析 

 大学の業⦼評価やランキングについて、ᅜを㉺えてᗈく「ୡ⏺の大学」の業⦼を一ᚊ一定の基‽によ

り定㔞的に評価したもの、ᡤㅝ「大学ランキング」としては、ⱥᅜタイ࣒ࢬ⣬のୡ⏺大学ランキング、

中ᅜ上ᾏ交通大学のୡ⏺大学ランキング、およࡧ⡿ᅜト࣒ࢯン・ロイター社の論文データ࣋ースなどが

Ꮡᅾする。      

これら㸱つのୡ⏺大学ランキングについて、上఩㸰㸮㸮大学にランクインする大学ᩘを主要ᅜ別にᩚ

理すれࡤ⾲㸯の通りである。まず、➨一に指᦬できるのは、日本㸦ᅜ❧）とドイࢶ㸦ᕞ❧）が、㸱つの

ランキングのいずれにおいても㸯㸮大学๓ᚋのランクインに␃まっているⅬである。他方、⡿ᅜは⚾

❧・ᅜ❧合計でᴫࡡ㸴㸮㹼㸶㸮、ேཱྀつᶍが日本よりもややᑠさいⱥᅜ㸦ᅜ❧）はᴫࡡ㸰㸮㹼㸱㸮大学、

ேཱྀつᶍが日本の㸯㸭㸴⛬ᗘである࢜ーストラリア㸦ᕞ❧）においても㸴㹼㸯㸯大学がランクインして

いる。このഴ向は、ேཱྀ㸯൨ேᙜたりのランクイン大学ᩘで見た場合でも同じである。また、ᖹᆒラン

キングで見た場合、ドイࢶ㸦ᕞ❧）のᖹᆒランキングは㸱つのランキングにおいて㸴ࣨᅜ中㸳఩ないし

㸴఩に␃まっており明らかに見ຎりするỈ‽にあるということができる。 

この様なᅜ別に見た上఩㸰㸮㸮఩ランクイン大学ᩘの᱁ᕪについては、ゝ語・Ṕྐ等における「ⱥ⡿

系と㠀ⱥ⡿系」の㐪いが一つの要因として指᦬でき、特に㹒㹆㹃－㹏㹑ୡ⏺大学ランキングについては、

そのᐇ᪋主యがⱥᅜ௻業であること、さらにはランキングの重要な構ᡂ要⣲となっているࣆアレࣗࣅー

の౫㢗ඛ研究者に関するᆅ域別配分が、⡿・ⱥ・カࢲࢼ・࢜ーストラリアなどⱥ⡿系ㅖᅜ 計㸯㸲ࣨᅜ

で全యの㸲㸳㸣を༨めるなど、ⱥ⡿系の大学にẚ㍑的᭷฼な構ᡂとなっているⅬも指᦬できる。 
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⾲㸯  主要㸴ケᅜのୡ⏺㸰㸮㸮఩௨内ランクイン大学ᩘ 

 ⱥᅜタイ࣒ࢬ⣬の 

ランキング 

㸦㸰㸮㸮㸵年） 

中ᅜ上ᾏ交通大学の 

ランキング 

㸦㸰㸮㸮㸶年） 

⡿ᅜト࣒ࢯンロイター

社のランキング 

㸦2002-2007年） 

ձ ⡿ᅜ 

ղ ⱥᅜ 

ճ ࢜ーストラリア 

մ ࢩン࣏࢞ール 

㸦㸲ケᅜ計） 

յ 日本 

ն ドイࢶ 

շ その他 

    㸳㸵 

     㸱㸰 

       㸯㸯 

      㸰 

㸦 㸯㸮㸰 ） 

    㸯㸯 

    㸯㸯 

      㸵㸴 

        㸶㸰 

     㸰㸰 

      㸴 

       㸯 

 㸦  㸯㸯㸯） 

      㸷 

     㸯㸲 

     㸳㸳 

      㸶㸴 

          㸯㸷 

        㸴 

         㸯 

    㸦㸯㸯㸰） 

           㸷 

      㸰㸮 

      㸳㸷 

ୡ⏺計    㸰㸮㸮     㸯㸶㸷      㸰㸮㸮 
  㸦ὀ）上ᾏ交通大学のランキングは、分ᰯを本ᰯと༊別しランクしているため、重」を᥍㝖してᩚ理した 

 

さらに、ドイࢶの大学については、➨㸰ḟୡ⏺大ᡓᚋ、ྛᕞの⊂❧性確保の観Ⅼからかᕞ❧大学間の

ᗎิ化を㑊けண⟬やே的資源のᖹ等な配分を指向し、ᡤㅝ「エリート大学」のᙧᡂをこれまではᨻ策的

にᅇ㑊してきたこと㸦௨ୗでは、౽ᐅ上「ᖹ等化ᨻ策」という）など、ᅜ㝿間における大学のパ࢛ࣇー

࣐ンス評価を行なう上で␃意す࡭き重要な要因もᏑᅾする。 

しかしながら、一方で、ձ㹒㹆㹃－㹏㹑ୡ⏺大学ランキングにおける「ⱥ⡿系・㠀ⱥ⡿系」に対する

ランキング指ᶆの೫りは、その様な要因によりあまりᕥྑされない要⣲をランキングの基♏としている

他の㸰つのランキング㸦上ᾏ交通科学大学のランキング、ト࣒ࢯン社論文データ࣋ースによるランキン

グ）においても、ここで指᦬した୧グループ間の᱁ᕪが౫然Ꮡᅾする。また、ղドイࢶの大学のᖹᆒラ

ンキング自యが㸴ࣨᅜ中で最低್の㸯㸲㸷఩となっており、ドイࢶにおけるᕞ❧大学間ᖹ等化ᨻ策にの

ン社論文データ࣋ースによる「大学と一ࢯᙜヱ᱁ᕪが㉳因するとは考えにくいこと、さらに、ճト࣒ࡳ

⯡研究機関」のୡ⏺ランキング上఩㸲㸳㸮について見た場合、全యに༨める「大学」と「研究機関」の

ẚ⋡は、⡿ⱥ等とドイࢶで大ᕪがないことなどの事ᐇも指᦬できる。 

௨ୗでは、本件研究が大学の研究ຊを中心とした➇தຊについて要因分析を行うことを目的としてい

ることから、これら㸱つのランキングのうࡕ、⊂自の論文データ࣋ースに基づいたランキングを行って

いる「⡿ᅜト࣒ࢯン・ロイター社」のୡ⏺大学ランキングに対象を⤠って分析を行うこととする。 

 

㸱㸬大学のつᶍ・⥲合性による研究ຊỈ‽࡬の影響 

⡿ᅜのト࣒ࢯン・ロイター社㸦௨ୗ、༢に「ト࣒ࢯン社」という）がᥦ౪している論文データ࣋ース

は、ୡ⏺の主要㸷㸪㸱㸮㸮学⾡ジャーࢼルにᥖ㍕された研究論文に関するヲ⣽データを、㸯㸷㸮㸮年か

ら現ᅾに⮳る⣙㸯㸮㸮年間についてᥦ౪しているものである。論文データ࣋ースのᥦ౪௻業はエルࣅࢮ

ア社など他にもᏑᅾするが、ୡ⏺の大学ランキングを行うためにᚲ要となる「大学別、研究機関別」の

集計データをᥦ౪しているのは၏一ト࣒ࢯン社だけに㝈定される。 

 本研究において฼用したデータ࣋ースは、同社が「㹃㹑㹇㸦Essential Science Indicators ）」とし

てᥦ౪しているୡ⏺の研究機関の論文データ࣋ース㸦㸰㸮㸮㸵年㸴᭶ᮎ時Ⅼのデータ）であり、㸰㸰の

学⾡分㔝毎に㸯㸷㸷㸵年㹼㸰㸮㸮㸴年㸯㸰᭶までの㸯㸮年間に主要ジャーࢼルにᥖ㍕された論文を特

定し、ᙜヱ論文が「㸯㸷㸷㸵年㸯᭶㹼㸰㸮㸮㸵年㸴᭶ᮎ」までの間に他の論文においてఱᅇᘬ用された

か㸦༶ࡕᙜヱ論文の重要性を間᥋的に⾲すと考えられているᩘ್）を研究機関別に༢純合計したデータ

である。 

 論文の被ᘬ用ᅇᩘによって大学の研究活動を評価する手法については、ձ学ၥ分㔝間における被ᘬ用

ᅇᩘのᖹᆒ್にバラࢶキがあり㸦౛ ་学分㔝の被ᘬ用ᅇᩘが相対的に多い）、分㔝毎の被ᘬ用ᅇᩘを

༢純合⟬しただけのᩘ್による評価では、་学部門のẚ⋡が大きい大学が᭷฼になるなど部門構ᡂのᕪ

異による೫りが生じること、ղ被ᘬ用ᅇᩘの༢純合⟬によるẚ㍑であり、研究者ᩘの多い大つᶍ⥲合大

学が᭷฼となること、ճそもそも論文の価್は㸰㸮年、㸱㸮年とゝった㛗ᮇ的などⅬに❧ってึめてそ

の評価が定まࡆることも多く、短ᮇ的な論文のᘬ用ᅇᩘの多ᐻによって研究活動の㉁的なഃ㠃はᅗるこ

とはᅔ㞴である等のᢈุがなされている。 

ここでは、これら㸱つのᢈุのうࡕ、ձとղのᢈุを㋃まえて、๓ᥖの「論文データ࣋ースによる大
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㸱㸬大学のつᶍ・⥲合性による研究ຊỈ‽࡬の影響 

⡿ᅜのト࣒ࢯン・ロイター社㸦௨ୗ、༢に「ト࣒ࢯン社」という）がᥦ౪している論文データ࣋ース

は、ୡ⏺の主要㸷㸪㸱㸮㸮学⾡ジャーࢼルにᥖ㍕された研究論文に関するヲ⣽データを、㸯㸷㸮㸮年か

ら現ᅾに⮳る⣙㸯㸮㸮年間についてᥦ౪しているものである。論文データ࣋ースのᥦ౪௻業はエルࣅࢮ

ア社など他にもᏑᅾするが、ୡ⏺の大学ランキングを行うためにᚲ要となる「大学別、研究機関別」の

集計データをᥦ౪しているのは၏一ト࣒ࢯン社だけに㝈定される。 

 本研究において฼用したデータ࣋ースは、同社が「㹃㹑㹇㸦Essential Science Indicators ）」とし

てᥦ౪しているୡ⏺の研究機関の論文データ࣋ース㸦㸰㸮㸮㸵年㸴᭶ᮎ時Ⅼのデータ）であり、㸰㸰の

学⾡分㔝毎に㸯㸷㸷㸵年㹼㸰㸮㸮㸴年㸯㸰᭶までの㸯㸮年間に主要ジャーࢼルにᥖ㍕された論文を特

定し、ᙜヱ論文が「㸯㸷㸷㸵年㸯᭶㹼㸰㸮㸮㸵年㸴᭶ᮎ」までの間に他の論文においてఱᅇᘬ用された

か㸦༶ࡕᙜヱ論文の重要性を間᥋的に⾲すと考えられているᩘ್）を研究機関別に༢純合計したデータ

である。 

 論文の被ᘬ用ᅇᩘによって大学の研究活動を評価する手法については、ձ学ၥ分㔝間における被ᘬ用

ᅇᩘのᖹᆒ್にバラࢶキがあり㸦౛ ་学分㔝の被ᘬ用ᅇᩘが相対的に多い）、分㔝毎の被ᘬ用ᅇᩘを

༢純合⟬しただけのᩘ್による評価では、་学部門のẚ⋡が大きい大学が᭷฼になるなど部門構ᡂのᕪ

異による೫りが生じること、ղ被ᘬ用ᅇᩘの༢純合⟬によるẚ㍑であり、研究者ᩘの多い大つᶍ⥲合大

学が᭷฼となること、ճそもそも論文の価್は㸰㸮年、㸱㸮年とゝった㛗ᮇ的などⅬに❧ってึめてそ

の評価が定まࡆることも多く、短ᮇ的な論文のᘬ用ᅇᩘの多ᐻによって研究活動の㉁的なഃ㠃はᅗるこ

とはᅔ㞴である等のᢈุがなされている。 

ここでは、これら㸱つのᢈุのうࡕ、ձとղのᢈุを㋃まえて、๓ᥖの「論文データ࣋ースによる大

学ランキングのಟ正をヨࡳた。ලయ的には、同社の論文データ࣋ースを基にḟの様な、「ಟ正ୡ⏺ラン

キング」を⟬定した。 

ձྛ大学の研究ᐇ⦼を㸰㸰のඹ通する研究分㔝毎に分㢮෌集計し、ྛ分㔝毎にᙜヱ大学のୡ⏺ランキ 

ングを⟬出 

ղ㸰㸰の分㔝毎のୡ⏺ランキングの༢純ᖹᆒを⟬定し、そのᖹᆒ್によってᙜヱ大学のୡ⏺ランキン

グを෌計⟬する。なお、研究論文ᩘが一定つᶍ௨上に㐩しない分㔝については、༢純ᖹᆒランキン

グの⟬定対象外とした 

     㸦ὀ）༢純ᖹᆒ⟬定対象分㔝 㸻 ᙜヱ分㔝における論文ᘬ用ᩘの対ୡ⏺㺚㺈㺏 㸮㸬㸮㸳㸣௨上 

 ճさらに、ᙜヱ大学の学生ᩘおよࡧ研究分㔝ᩘ㸦༢純ᖹᆒランキングの⟬出対象分㔝のᩘ）の多ᐻに 

基づいて、「大つᶍ⥲合大学」と「中ᑠ大学」の㸰つの種㢮にᙜヱ大学を分㢮༊分した。 

  㸦ὀ）大つᶍ⥲合大学㸻上グ༢純ᖹᆒランキング対象分㔝ᩘ 㸯㸮௨上、学生ᩘ㸯୓ே௨上 

     中ᑠつᶍ大学 㸻上グ௨外の大学  

すなࡕࢃ、このランキングは、ྛ大学が᭷するྛ学⾡分㔝毎のୡ⏺ランキングを༢純ᖹᆒしたもので

あり、༢科のᑠつᶍ大学であっても、ᙜヱᑓ門分㔝においてୡ⏺的に高いランキングを༨めている場合

には、高ランキングとなるよう工夫したものである。 

その結果は、⾲㸰の通りである。この⾲から指᦬できることは、いずれのᅜにおいても大つᶍ⥲合大

学のランクインᩘが中ᑠつᶍ大学のランクインᩘを上ᅇっているⅬであり、これは、学⾡分㔝を多ᩘ持

っている大つᶍ⥲合大学が、論文データによる業⦼㸦㸰㸮㸮఩௨内のランクイン大学ᩘ）においては、

中ᑠつᶍ大学よりもዲ業⦼をあࡆているということを♧している。この様に⥲合大つᶍ大学が中ᑠ大学

にẚ㍑して論文࣋ースでの業⦼に関しඃ఩性を᭷している⫼景としてしは、ḟのㅖⅬが考えられる。 

 ձ同一の学⾡分㔝において研究者ᩘが多ᩘᏑᅾすることによる「つᶍの࣓リット」 

学⾡ᣐⅬのᙧᡂにあたり、㢮ఝ分㔝研究者が集✚することで情報交᥮や➇த心の高ᥭ等での࣓リッ

トがᏑᅾすること、またᐇ験系研究等においては研究スタッࣇ間の分業分担によりຠ⋡があがるこ

と、さらには、研究者間でのリスク分ᩓのチ容ຊが高リスクな研究࡬の展㛤వຊを確保できること

などが指᦬できる 

 ղ異分㔝の学⾡分㔝を大学内に多ᩘ᭷することによる「学㝿性の࣓リット」 

  異分㔝間、文系・理工系間等での⼥合研究により新分㔝・ඛ➃研究࡬の可能性が高まること、また 

学⾡ᣐⅬᙧᡂの上では周辺分㔝・関連分㔝との連ᦠ・࣏ࢧートయไの構築が୙可Ḟとなっているこ 

と、研究を῝化し᪤Ꮡの課題をࣈレークスルーするためのキーとなる発᝿やࢩーࢬを相஫にᥦ౪し 

่⃭しあうことが可能であることなどが᝿定される 

     ⾲㸰 ⡿ᅜト࣒ࢯンロイター社のୡ⏺上఩㸰㸮㸮఩ランクイン大学ᩘ㸦ಟ正ランキング） 

 大つᶍ⥲合大学 中ᑠつᶍ大学   計 

ձ ⡿ᅜ 

ղ ⱥᅜ 

ճ ࢜ーストラリア 

մ ࢩン࣏࢞ール 

㸦㸲ケᅜ計） 

յ 日本 

ն ドイࢶ 

շ その他 

 㸴㸷 㸺 㸴㸶㸼 

 㸯㸴 㸺㸯㸮㸳㸼 

  㸴 㸺㸯㸰㸴㸼 

  㸯 㸺㸯㸱㸷㸼 

㸦㸷㸰）㸺 㸵㸷㸼 

  㸶 㸺㸷㸳㸼 

  㸵 㸺㸯㸱㸵㸼 

 㸲㸯  

  㸰㸰 㸺 㸷㸳㸼 

   㸯 㸺㸯㸶㸶㸼 

   㸮 

   㸮 

㸦 㸰㸱）㸺 㸷㸷㸼 

   㸱 㸺㸯㸳㸯㸼 

   㸰 㸺㸯㸷㸰㸼 

  㸰㸲  

  㸷㸯 㸺 㸵㸲㸼 

  㸯㸵 㸺㸯㸯㸮㸼 

   㸴 㸺㸯㸰㸴㸼 

   㸯 㸺㸯㸱㸷㸼 

㸦㸯㸯㸳）㸺 㸶㸱㸼 

  㸯㸯 㸺㸯㸯㸯㸼 

   㸷 㸺㸯㸲㸷㸼 

  㸴㸳 

ୡ⏺計 㸯㸲㸶 㸺㸷㸱㸼   㸳㸰 㸺㸯㸰㸰㸼  㸰㸮㸮 㸺㸯㸮㸮㸼 
㸦ὀ） 1997-2007年㸴᭶までの⣼計論文ᘬ用ᩘ࣋ース、㸺㸼内はランクイン大学のᖹᆒ㡰఩ 

 

㸲㸬大学の࢞バࢼンス構造と研究ຊỈ‽ 

ḟに、大学の⤫἞構造㸦࢞バࢼンス）の相異が、どの様に大学ランキングに影響するかとう観Ⅼから

分析をヨࡳたい。一⯡的な理ゎとしては、大学は学部別のᩍᤵ会や学生による㐠Ⴀを重どする「大学自

἞」を主యとする࢞バࢼンス構造をとっているとされているが、そのᐇ態を見るとᩍᤵ会の自἞に重心

をおくドイࢶ、日本の様ないࢃゆる「ᩍᤵ会自἞ᆺ」㸦௨ୗ「自἞ᆺ」という）のタイプと、大学全య

の⤫἞を担ᙜする「理事会」がトップࢲウン的に⤒Ⴀを行うᶒ㝈を᭷する「௻業ᆺ」の㸰タイプに大き

く༊分することができる。 

この様な大学の࢞バࢼンス構造については、ṧ念ながら全ୡ⏺の大学を対象とした調査研究はᏑᅾし
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ないため、ここでは、⡿ᅜ、ⱥᅜ、࢜ーストラリア、ࢩン࣏࢞ールのⱥ⡿系㸲ケᅜと、日本、ドイࢶの

㠀ⱥ⡿系㸰ケᅜ、計㸴ケᅜについて、その代⾲的な大学をྛᅜ㸯㹼㸰大学を抽出し、⤫἞構造のẚ㍑ᩚ

理をおこなった。ẚ㍑ᩚ理にあたりタ定した分析࣏イントは、「法ேᙧ態」、「⤫἞ᶒ㝈者」、「部ᒁ㐠Ⴀ」、

の㸱つの観Ⅼをタ定し、ẚ㍑法ไᗘ的手法を用いて㢮ᆺ化をヨࡳた。本分析のヲ⣽については、別ῧの

参考資料等を参↷されたい。 

          ⾲㸱 主要㸴ケᅜ㸯㸯大学の࢞バࢼンス構造の特ᚩ 

  大学ྡ ⤫἞ᶒ㝈者 部ᒁ㐠Ⴀ 

⡿ᅜ    㸦ᕞ❧大学） 

⡿ᅜ    㸦⚾❧大学） 

 

ⱥᅜ    㸦ᅜ❧大学） 

࢜ーストラリア 㸦ᕞ❧） 

㺚㺻㺔㺼㺬㺽㺎㺷   㸦ᅜ❧大学） 

 

日本     㸦ᅜ❧大学） 

日本     㸦⚾❧大学） 

日本     㸦⚾❧大学） 

ドイࢶ    㸦ᕞ❧大学） 

ドイࢶ    㸦ᕞ❧大学） 

 ン大学࢞ࢩ࣑

エール大学 

㺚㺼㺌㺻㺛㺼㺬㺪㺽㺕㺻㺛大 

リーࢬ大学 

࣓ル࣎ルン大学 

㺚㺻㺔㺼㺬㺽㺎㺷ᅜ❧大 

 

஑ᕞ大学 

᪩✄田大学 

ᮾᾏ大学 

࣋ルリン大学 

ケルン大学 

理事会 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 

⥲㛗 

理事会 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

௻業ᆺ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 

自἞ᆺ 

 ࠌ 

௻業ᆺ 

自἞ᆺ 

自἞ᆺ/௻業ᆺ 

分析の結果、主要㸴ࣨᅜ㸯㸯大学の多くにඹ通する特ᚩがᏑᅾすることが指᦬できる。ලయ的には、

ḟの㸱Ⅼである。 

ձ 主要㸴ࣨᅜ㸯㸯大学ともに、ᨻᗓからは「⊂❧して㐠Ⴀされる法ே」のᙧ態をとっている。 

ղ「⤫἞ᶒ㝈者」について見た場合、「┘╩Ỵ定機能」と「業務ᇳ行機能」に関する分担ᙧ態は㸯㸯大

学において様々であるものの、基本的には別々の機関が分❧・⊂❧して担ᙜしている。このうࡕ┘╩

Ỵ定機能は、Ṥࢇどの大学において、学外者やᨻᗓ等による学内⤌⧊から⊂❧した構ᡂဨにより構ᡂ

される機関㸦理事会）が担い、特に、⡿ⱥおよ࢜ࡧーストラリアの㸱ࣨᅜの計㸳大学においては、そ

の᰿ᣐ法等において、「┘╩Ỵ定機能」を担う機関を「Governing Body」として明グしている。 

「理事会」ᆺの大学は、㸯㸯大学のうࡕ㸶大学がヱᙜし、┘╩機能を担う機関㸦理事会）が大学ト

ップ㸦President、Vice-President、Rector など）を㑅出するᶒ㝈を᭷しており、また学内外の多様

なேᮦの活用をᅗる観Ⅼから、㸯㸯大学のうࡕ㸯㸮大学はこれらトップのೃ⿵資᱁を学内外の᭷識

者・⤒験者にᣑ大している。他方で、学⾡分㔝に関するỴ定機能については、㸯㸯大学のうࡕ㸴大学

において、中ୡ௨来の大学自἞のఏ⤫や大学㐠Ⴀに関する高ᗘのᑓ門知識⤒験のᚲ要性をも考慮し、

ྛ種学内ᩍဨによる集ᅋ合㆟機関がᐇ㉁的に担っているⅬにも␃意するᚲ要がある。 

「⥲㛗ᆺ」は、日本のᅜ❧大学のࡳである。୧機能を学㛗㸦⥲㛗）が⤫一的に担う構造となってい

るⅬが特ᚩであり、理事会は法ไᗘ上⿵బ機関として఩⨨௜けられている㸦ᅜ❧大学法ே法 11 ᮲）。 

ճ「部ᒁ㐠Ⴀ」については、部ᒁ㛗の㑅出およࡧᩍဨ᥇用等のᶒ㝈をᩍᤵ会、理事会のいずれが主に担

っているかによって「自἞ᆺ」「௻業ᆺ」の二つに分㢮することが出来る。 

部ᒁ㐠Ⴀの意ᛮỴ定をᩍᤵだけで構ᡂする「ᩍᤵ会」が担っている大学は、㸯㸯大学のうࡕ日本

の㸱大学と⡿ᅜのエール大学の計㸲大学のࡳである。他の㸵大学については、ලయ的な方法は異なる

ものの、意識Ỵ定機関の構ᡂဨとして、ᩍᤵ௨外にも、学内の「ᩍဨ」㸦෸ᩍᤵ௨ୗのᩍဨ）、「研究

者」㸦ᩍ⫱は担ᙜせず研究にᑓ念する者）、「事務職ဨ」「学生」などにも対象をᣑ大している。また、

㸯㸯大学のうࡕ、部ᒁ㛗㑅出をᙜヱ部ᒁのࡳで㑅出しているのは、㸱大学㸦஑大、᪩✄田、࣋ルリン

大）に␃まっている。他の㸶大学については、Board や President など本部が主ᑟᶒをもって㑅出・

௵࿨を行なう方ᘧが多くとられており、部ᒁ自἞をᑛ重するドイࢶ・ケルン大においても、部ᒁ㑅出

結果を Rektor が確認㸦Bestemmung）する方ᘧがとられている。部ᒁ㛗の㑅出とྠじᵝに、教ဨ᥇⏝プ

䝻セスにおいても、ᙜヱ㒊ᒁの教ᤵ会が༢⊂で⾜なう᪉ἲをと䛳ているのは、᪥ᮏの２大Ꮫ（஑大、᪩✄⏣）

に㐣䛞ない䚹௚の䠕大Ꮫについては、「㒊ᒁ長」（Board、Council が௵࿨した Dean）、「ᮏ㒊の President な
いしはBoard」、「ᮏ㒊がタ⨨䛩るᣦ名ጤဨ会」、「Ꮫ長会㆟」な䛹が㑅⪃を⾜なう௙組みがとられており、ドイ

䝒の２大Ꮫにおいても㒊ᒁはೃ⿵⪅䝸ストをᥦ示䛩るに␃まり、᭱⤊㑅⪃は「Rektor ないしはᕞ」が⾜なうと

ともに、୍定の᮲௳の下で㒊ᒁにᑐしてೃ⿵⪅䝸ストのぢ┤しをᣦ示䛩る等のᶒ㝈が௜୚されている䚹 
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ないため、ここでは、⡿ᅜ、ⱥᅜ、࢜ーストラリア、ࢩン࣏࢞ールのⱥ⡿系㸲ケᅜと、日本、ドイࢶの

㠀ⱥ⡿系㸰ケᅜ、計㸴ケᅜについて、その代⾲的な大学をྛᅜ㸯㹼㸰大学を抽出し、⤫἞構造のẚ㍑ᩚ

理をおこなった。ẚ㍑ᩚ理にあたりタ定した分析࣏イントは、「法ேᙧ態」、「⤫἞ᶒ㝈者」、「部ᒁ㐠Ⴀ」、

の㸱つの観Ⅼをタ定し、ẚ㍑法ไᗘ的手法を用いて㢮ᆺ化をヨࡳた。本分析のヲ⣽については、別ῧの

参考資料等を参↷されたい。 

          ⾲㸱 主要㸴ケᅜ㸯㸯大学の࢞バࢼンス構造の特ᚩ 

  大学ྡ ⤫἞ᶒ㝈者 部ᒁ㐠Ⴀ 

⡿ᅜ    㸦ᕞ❧大学） 

⡿ᅜ    㸦⚾❧大学） 

 

ⱥᅜ    㸦ᅜ❧大学） 

࢜ーストラリア 㸦ᕞ❧） 

㺚㺻㺔㺼㺬㺽㺎㺷   㸦ᅜ❧大学） 

 

日本     㸦ᅜ❧大学） 

日本     㸦⚾❧大学） 

日本     㸦⚾❧大学） 

ドイࢶ    㸦ᕞ❧大学） 

ドイࢶ    㸦ᕞ❧大学） 

 ン大学࢞ࢩ࣑

エール大学 

㺚㺼㺌㺻㺛㺼㺬㺪㺽㺕㺻㺛大 

リーࢬ大学 

࣓ル࣎ルン大学 

㺚㺻㺔㺼㺬㺽㺎㺷ᅜ❧大 

 

஑ᕞ大学 

᪩✄田大学 

ᮾᾏ大学 

࣋ルリン大学 

ケルン大学 

理事会 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 

⥲㛗 

理事会 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

௻業ᆺ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 ࠌ 

 

自἞ᆺ 

 ࠌ 

௻業ᆺ 

自἞ᆺ 

自἞ᆺ/௻業ᆺ 

分析の結果、主要㸴ࣨᅜ㸯㸯大学の多くにඹ通する特ᚩがᏑᅾすることが指᦬できる。ලయ的には、

ḟの㸱Ⅼである。 

ձ 主要㸴ࣨᅜ㸯㸯大学ともに、ᨻᗓからは「⊂❧して㐠Ⴀされる法ே」のᙧ態をとっている。 

ղ「⤫἞ᶒ㝈者」について見た場合、「┘╩Ỵ定機能」と「業務ᇳ行機能」に関する分担ᙧ態は㸯㸯大

学において様々であるものの、基本的には別々の機関が分❧・⊂❧して担ᙜしている。このうࡕ┘╩

Ỵ定機能は、Ṥࢇどの大学において、学外者やᨻᗓ等による学内⤌⧊から⊂❧した構ᡂဨにより構ᡂ

される機関㸦理事会）が担い、特に、⡿ⱥおよ࢜ࡧーストラリアの㸱ࣨᅜの計㸳大学においては、そ

の᰿ᣐ法等において、「┘╩Ỵ定機能」を担う機関を「Governing Body」として明グしている。 

「理事会」ᆺの大学は、㸯㸯大学のうࡕ㸶大学がヱᙜし、┘╩機能を担う機関㸦理事会）が大学ト

ップ㸦President、Vice-President、Rector など）を㑅出するᶒ㝈を᭷しており、また学内外の多様

なேᮦの活用をᅗる観Ⅼから、㸯㸯大学のうࡕ㸯㸮大学はこれらトップのೃ⿵資᱁を学内外の᭷識

者・⤒験者にᣑ大している。他方で、学⾡分㔝に関するỴ定機能については、㸯㸯大学のうࡕ㸴大学

において、中ୡ௨来の大学自἞のఏ⤫や大学㐠Ⴀに関する高ᗘのᑓ門知識⤒験のᚲ要性をも考慮し、

ྛ種学内ᩍဨによる集ᅋ合㆟機関がᐇ㉁的に担っているⅬにも␃意するᚲ要がある。 

「⥲㛗ᆺ」は、日本のᅜ❧大学のࡳである。୧機能を学㛗㸦⥲㛗）が⤫一的に担う構造となってい

るⅬが特ᚩであり、理事会は法ไᗘ上⿵బ機関として఩⨨௜けられている㸦ᅜ❧大学法ே法 11 ᮲）。 

ճ「部ᒁ㐠Ⴀ」については、部ᒁ㛗の㑅出およࡧᩍဨ᥇用等のᶒ㝈をᩍᤵ会、理事会のいずれが主に担

っているかによって「自἞ᆺ」「௻業ᆺ」の二つに分㢮することが出来る。 

部ᒁ㐠Ⴀの意ᛮỴ定をᩍᤵだけで構ᡂする「ᩍᤵ会」が担っている大学は、㸯㸯大学のうࡕ日本

の㸱大学と⡿ᅜのエール大学の計㸲大学のࡳである。他の㸵大学については、ලయ的な方法は異なる

ものの、意識Ỵ定機関の構ᡂဨとして、ᩍᤵ௨外にも、学内の「ᩍဨ」㸦෸ᩍᤵ௨ୗのᩍဨ）、「研究

者」㸦ᩍ⫱は担ᙜせず研究にᑓ念する者）、「事務職ဨ」「学生」などにも対象をᣑ大している。また、

㸯㸯大学のうࡕ、部ᒁ㛗㑅出をᙜヱ部ᒁのࡳで㑅出しているのは、㸱大学㸦஑大、᪩✄田、࣋ルリン

大）に␃まっている。他の㸶大学については、Board や President など本部が主ᑟᶒをもって㑅出・

௵࿨を行なう方ᘧが多くとられており、部ᒁ自἞をᑛ重するドイࢶ・ケルン大においても、部ᒁ㑅出

結果を Rektor が確認㸦Bestemmung）する方ᘧがとられている。部ᒁ㛗の㑅出とྠじᵝに、教ဨ᥇⏝プ

䝻セスにおいても、ᙜヱ㒊ᒁの教ᤵ会が༢⊂で⾜なう᪉ἲをと䛳ているのは、᪥ᮏの２大Ꮫ（஑大、᪩✄⏣）

に㐣䛞ない䚹௚の䠕大Ꮫについては、「㒊ᒁ長」（Board、Council が௵࿨した Dean）、「ᮏ㒊の President な
いしはBoard」、「ᮏ㒊がタ⨨䛩るᣦ名ጤဨ会」、「Ꮫ長会㆟」な䛹が㑅⪃を⾜なう௙組みがとられており、ドイ

䝒の２大Ꮫにおいても㒊ᒁはೃ⿵⪅䝸ストをᥦ示䛩るに␃まり、᭱⤊㑅⪃は「Rektor ないしはᕞ」が⾜なうと

ともに、୍定の᮲௳の下で㒊ᒁにᑐしてೃ⿵⪅䝸ストのぢ┤しをᣦ示䛩る等のᶒ㝈が௜୚されている䚹 

 

㸳㸬⥲合的分析と結論 － 大学の研究ຊに関する௬ㄝのᥦ♧ 

 ๓㏙した大学の⤫἞構造㸦࢞バࢼンス）のᕪ異を㋃まえて、主要㸴ケᅜにおける大学の研究ຊのỈ‽

を「⡿ᅜト࣒ࢯン社論文データ࣋ース」によるಟ正ୡ⏺ランキングによって♧せࡤ⾲㸲の通りである。 

          ⾲㸲 主要㸴ケᅜにおける࢞バࢼンス構造とつᶍ別のಟ正ୡ⏺ランキング 

 ࢞バࢼンス 大つᶍ⥲合大学 中ᑠつᶍ大学   計 

ձ ⡿ᅜ㸦ᕞ❧） 

  ⡿ᅜ㸦⚾❧） 

ղ ⱥᅜ㸦ᅜ❧） 

ճ ࢜ーストラリア㸦ᕞ❧） 

մ ࢩン࣏࢞ール 㸦ᅜ❧） 

㸦ⱥ⡿系㸲ケᅜ計） 

 

յ 日本 㸦ᅜ❧・⚾❧計） 

ն ドイࢶ㸦ᕞ❧） 

շ その他 

理事会・௻業ᆺ 

 ࠌ  

 ࠌ  

 ࠌ  

 ࠌ  

 

 

⥲㛗・自἞ᆺ 

理事会・自἞ᆺ 

  

50  < 77> 

19  < 45> 

16  <105> 

 6  <126> 

 1  <139> 

( 92) < 79> 

 

   8   

   7   

  41  

   5  <113> 

  17  < 90> 

   1  <188> 

   0 

   0 

( 23) < 99> 

 

   3   

   2   

  24  

   55 < 81> 

   36 < 66> 

   17 <110> 

    6 <126> 

    1 <139> 

 (115)< 83> 

  

   11  

    9  

   65 

  ୡ⏺計   148  < 93>   52  <122>   200 <100> 
                     㸦ὀ）㸺㸼内は、ᙜヱランクイン大学のᖹᆒ㡰఩である。 

この⾲からは、௻業ᆺの࢞バࢼンス構造をとっているⱥ⡿系の大学が、自἞ᆺの⤫἞構造をとってい

る日本・ドイࢶなどの大学のᖹᆒランキングを上まっており、そのഴ向は大つᶍ⥲合大学において一ᒙ

ᙉまっているとことが明らかである。 

「つᶍの฼┈と学㝿性の࣓リット」のᏑᅾを๓ᥦとして考えた場合、このことから、大学における࢞

バࢼンス㢮ᆺとその業⦼の相関関ಀの要因として、ḟの様な௬ㄝをᥦ♧することが可能ではないかと考

える。すなࡕࢃ、「理事会ᆺ・௻業ᆺ」の࢞バࢼンス構造は、その本来目指すところの「外部者による

多様な観Ⅼに基づいた⤌⧊㐠Ⴀのᑟධ」と「トップと現場が一㈏性をもってᡓ␎的な⤒Ⴀを展㛤すると

いう⤌⧊㐠Ⴀ構造」という要⣲を活用することを目指した仕⤌ࡳである。この࢞バࢼンス㢮ᆺをとるこ

とによって、多様性をᑛ重しつつも、「学内の᪤Ꮡ฼ᐖ関ಀ」にᤕらࢃれることなく合理的・ᐈ観的な

意ᛮỴ定を行い᫆くすることにより、その結果として学内のಶ別事情ではなく、社会・時代のࢽーࢬに

対ᛂするための「㑅ᢥと集中」がẚ㍑的㎿㏿にᙎຊ的に可能となり、「つᶍの฼┈や学㝿性の฼┈」を

ா受しやすくなるのではないかとᛮ料される。 

 他方、「⥲㛗ᆺ・自἞ᆺ」の࢞バࢼンス構造は、ᩍ⫱研究活動の現場を担う部ᒁの自主性や多様性を

ᑛ重するⅬでඃれており、ᩍဨから㑅出された学㛗・部ᒁ㛗を中心に同൉的・ᐙ᪘的な文化㢼土のୗで

ぶᐦな大学㐠Ⴀを展㛤できるⅬに特Ⰽがあるといえる。他方で、外部環境の大きなኚ化࡬の㎿㏿な対ฎ

や、大学内฼ᐖ対❧のᡓ␎的調ᩚゎỴにより「㑅ᢥと集中」を㐍めるためには、ᴟめてᙉຊでඛ見性に

ᐩࡴリーࢲーが㐺時に出現するか、ないしは構ᡂဨの理ゎを得るプロセスや時間を確保することがᚲ要

となる。したがって㑅ᢥと集中による「つᶍの฼┈や学㝿性の฼┈」を相対的にா受しにくい࢞バࢼン

ス㢮ᆺであるとゝえるのではないかとᛮ料される。 

 ௨上を要⣙すれࡤ、「つᶍと学㝿性の฼┈」がᏑᅾするとした場合、大つᶍ⥲合大学においては、ト

ップࢲウンによる大学㐠Ⴀを可能とする「理事会ᆺ・௻業ᆺ」の࢞バࢼンス㢮ᆺの方が、学内の฼ᐖ関

ಀにᣊ᮰されがࡕな「⥲㛗ᆺ・自἞ᆺ」の࢞バࢼンスにẚ㍑して、合理的で㎿㏿な「㑅ᢥと集中」を可

能とすると考えられ、したがって、「つᶍと学㝿性の฼┈」をா受する上で相対的にඃ఩な࢞バࢼンス

㢮ᆺとなっているものと考えることが可能ではないかとᛮ料される。 

 

㸴㸬ᥦゝ 

以上、ᮏ◊✲において᫂らかにな䛳たᵝに、主せᅜの◊✲ᣦྥᆺ大規ᶍ⥲合大Ꮫは、䛭の䜺バ䝘ンスにお

いて、「ステーク䝩ル䝎ー᪉ᘧ」「自ᚊ᪉ᘧ」の䜺バ䝘ンスをと䛳ている点で共㏻しており、「⌮஦会ᆺ・௻ᴗᆺ」

の⤫἞ᵓ㐀にᇶ䛵いて、規ᶍとᏛ㝿性のメ䝸䝑トをாཷしつつ、ୡ⏺的な大Ꮫ間➇தにᑐฎしているという䛣と

ができる䚹したが䛳て、᪥ᮏのᅜ❧大Ꮫがୡ⏺的➇தにᑐฎし、ᡃᅜ社会⤒῭のᅜ㝿化にᑐᛂした人ᮦの育

成と、ୡ⏺的レベルでの◊✲活ືを⥅⥆的に☜ಖしていくためには、䛭の≉Ⰽである「自἞ᑛ㔜᪉ᘧ」のメ䝸䝑

トを活かしながらも、「⌮஦会ᆺ・௻ᴗᆺ」の⤫἞ᵓ㐀のメ䝸䝑トをもేせてᑟ入して⾜く䛣とがᚲせである䚹䛭れ

によ䛳て、合⌮的で時ᐅを得た、「㑅ᢥと㞟୰」をྍ⬟と䛩るయไをᵓ⠏䛩る䛣とが㔜せであると⪃えられる䚹                          
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